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 梶子遺跡は、浜松市中区西伊場町から南伊場町一帯の平野に広がる遺跡である。遺跡の大部分は

JR 東海浜松工場と重なっており、その立地から過去には国鉄浜松工場内遺跡と呼ばれていた。 

 遺跡の存在は、昭和 37 年(1962 年)に工場内の工事現場で偶然見つかった土器が、浜松市博物館

に持ち込まれたことにより明らかとなった。昭和 51 年(1976 年)には、初めての本発掘調査(1 次調

査)が実施され、弥生時代後期(約 1,900 年前)の土器が出土した。 

その後、工場の施設増設や周辺の建物建替などに伴う発掘調査が複数回実施され、弥生時代の環

濠を伴う大規模な集落跡が存在すること、隣接する伊場遺跡とともに、奈良・平安時代(約 1,300

～1,100 年前)の敷智郡の郡家が置かれていたことなどが明らかになっている。特に伊場大溝と呼ば

れる川の跡からは多数の木簡や墨書土器などの古代文字資料が出土しており、紙に記された文字資

料の少ない奈良・平安時代の実像を探るうえで重要な手掛かりとなっている。 

今回の調査地点は、過去に工場が立地していたが、新たに住宅地として開発されることになり、

道路の予定部分に対して昨年の 12 月から発掘調査を実施している。 

発掘調査の結果、奈良・平安時代の大溝(川の跡)が見つかり、奈良時代の木簡や墨書土器などが

出土した。見つかった大溝は伊場大溝の上流部分と考えられ、これまで確認していた最上流部より

さらに 300ｍ以上長くなることが明らかになった。また、大溝の下からは弥生時代の土器や木製品

が多数出土しており、近くに弥生時代の集落があったと考えられる。 

※注意事項 

・新聞やテレビ、ホームページ等で現地説明会の様子が紹介される可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

・SNS やインターネットで写真を掲載する際、個人が特定されるような写真は掲載を控えていただくようお願いします。 

↑→今回の発掘調査で見つかった大溝は、堆

積土の特徴や、出土品の時期などから伊場大

溝の上流部分と考えられる。大溝はこれまで

に見つかった範囲で長さ 2㎞にも及び、上流

から下流まで大量の木簡や墨書土器が出土

している。今回、大溝の中から見つかった木

簡は、箱の蓋と考えられ、表面に「筆墨紙櫃」

と墨書で記されている。記された文字は箱の

用途を記したものとみられ、奈良時代に敷智

郡家で使われた文書箱と考えられる。 

上空から見た発掘調査範囲 
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←木簡のほかに、奈良時代か

ら平安時代にかけての墨書土

器が 5 点出土した。写真の土

器は、奈良時代の坏(つき)の

底面に「主政川前」と墨書さ

れている。「主政」は、郡家に

仕えた人物の中で「大領」、「少

領」に次ぐナンバー3の地位に

あたり、「川前」は人名と考え

られる。 



奈良時代の郡家中枢 

平安時代の郡家中枢 
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弥生時代の集落 

弥生時代の集落 

梶子遺跡全体図 

敷智郡家の範囲は、中区西伊場町から森田町まで及ぶ広大な範囲

である。今回の調査により、その範囲はさらに西へ拡大すること

が明らかになった。 


